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Ⅰ 平成２７年度事業計画  

 

第１  事業活動方針  

 

当財団の目的である「市民のため、教育及び文化に関する事業を総合的に   

振 興 す る こ と に よ り 、 心 豊 か で 活 力 に 満 ち た 市 民 生 活 の 向 上 に       

寄 与 す る 」 こ と を 目 指 す と と も に 、 千 葉 市 を 補 完 す る 団 体 と し て 「 千 葉 市  

生 涯 学 習 推 進 計 画 」 及 び 「 千 葉 市 文 化 芸 術 振 興 計 画 」 等 を 踏 ま え 、 教 育 、   

文化及び文化財に関する各種事業の積極的な展開を図る。  

また、平成２７年度末には生涯学習センター、美術館 及び市民ギャラリー・   

い な げ の 指 定 管 理 者 の 更 新 を 迎 え る た め 、 次 期 指 定 管 理 の 提 案 書 作 成 に  

万全を期して取り組む。  

 

千葉市生涯学習センターでは、市民ニーズに基づいた学習活動を総合的に   

支援していくため、生涯学習に関する情報の収集・提供及び相談事業 、講座・  

講 演 会 等 の 開 催 事 業 、 指 導 者 等 養 成 事 業 、 調 査 及 び 研 究 事 業 、 メ デ ィ ア      

学 習 事 業 の ほ か 、 生 涯 学 習 活 動 の 支 援 に 関 す る 事 業 及 び 施 設 の 維 持 管 理   

業務や貸出し等の施設管理業務を行う。  

 

千葉市美術館では、美術に関する市民の知識の向上を図るとともに、市民

に 親 し ま れ る 美 術 館 を 目 指 し 、 企 画 展 ６ 回 ・ 所 蔵 作 品 展 ５ 回 を 開 催 す る 。   

平 成 ２ ７ 年 度 は 開 館 ２ ０ 周 年 に あ た る こ と か ら 、 開 館 以 来 の 経 験 と 実 績 を  

生かした記念的な事業展開を目指し、さらなる美術館発展の契機となるよう

各展覧会テーマを策定・実施する。  

また、教育普及事業として学芸員とボランティアスタッフとの連携により   

幅 広 い 事 業 活 動 を 展 開 す る ほ か 、 展 覧 会 中 に 、 講 演 会 や 子 ど も 向 け 関 連     

イベント等を開催することにより、美術に関心を持つ人々の底辺拡大を図る。 

美術品収集、保存、調査研究事業等もあわせて行う。  

 

千 葉 市 民 ギ ャ ラ リ ー ・ い な げ で は 、 市 民 の 芸 術 活 動 の 場 と し て 施 設 の    

貸 出 し を 行 う と と も に 、 地 域 の 商 店 街 や 各 種 学 校 等 と 連 携 を 図 り な が ら   

展 覧 会 、 講 習 会 及 び イ ベ ン ト 等 を 企 画 ・ 運 営 し 、 地 域 ア ー ト ・ 地 域 文 化 の    

拠点として一層活発な活動を行う。  

ま た 、 国 の 登 録 有 形 文 化 財 で あ る 「 旧 神 谷 伝 兵 衛 稲 毛 別 荘 」 の 公 開 に      

あ た っ て は 、 市 民 、 特 に 次 代 を 担 う 子 ど も た ち に 、 貴 重 な 文 化 遺 産 に     

親しむことにより郷土の豊かな歴史や文化への関心を高め、千葉市民である

ことに誇りを持つことができるよう積極的な広報に努める。  

 

埋蔵文化財の発掘調査及び普及事業では、土地の開発等によって失われる   

埋蔵文化財を適正に保護するための効率的な記録保存調査を行うとともに、 

埋蔵文化財ロビー巡回展をはじめとする展示活動及び出前授業等を通して、

埋 蔵 文 化 財 の 意 義 並 び に 保 護 に 関 す る 普 及 啓 発 活 動 を 積 極 的 に 行 う 。  
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第２ 事業計画の内容 

 

１ 生涯学習の振興に関する事業（公益目的事業１） 

(１)千葉市生涯学習センター管理運営事業 

① 指定管理受託事業 

ア 生涯学習事業に関する業務  

(ア)生涯学習に関する情報の収集・提供及び生涯学習相談事業 

学習成果が生きる地域づくりを推進するため、生涯学習に関する情報の収

集・提供及び生涯学習相談事業を実施する。 

生涯学習に関する情報の収集・提供事業では、市民の多種多様なニーズに応

える学習機会を提供するため、幅広い分野の学習情報の収集を行い、様々な媒

体や方法により学習情報を提供する。 

生涯学習相談事業では、市民の学習ニーズに対応し、具体的な学習活動につ

ながる学習情報を提供し、学習の仕方や学習グループ・団体を紹介しながら、

学習上の悩みや問題の解決を図る助言を行う。 

市民一人ひとりにあった学習活動を支援するため、生涯学習相談で得た学習

情報のニーズを事業運営に活用することで、情報収集・提供の一層の充実を図

る。 

 

事 業 名 称 内     容（講座等） 

生涯学習に関

する案内情報

の整備・提供 

１ 生涯学習情報の収集・整理・提供（生涯学習広場の運営） 

市民が参加できる学習機会に関するパンフレット等の案内情報を収集・

整理して、生涯学習広場において閲覧に供する。 

案内情報の種類は、学習機会情報（講座・イベント情報、大学・大学院

社会人入試情報、大学公開講座等）、学習施設情報（千葉市近隣の社会教

育施設等）、各種資格・検定情報（国家資格、民間資格等）、指導者情報

（公民館サークル一覧等）等である。 

生涯学習広場には専門の生涯学習相談員を配置し、案内情報を活用した

学習相談を実施する。 

２ 生涯学習情報提供システム「ちばまなびネット」の運用・管理 

市政だよりに掲載される講座・イベント情報について、生涯学習に関す

る情報を内容ごとに分類し、市政だより発行時期に合わせて「ちばまなび

ネット」で公開する。 

市政だより以外の案内情報からも、市民が参加できる講座・イベント情

報を公開する。また、団体・サークル情報の提供件数の拡大を図る。 

３ 普及・啓発事業 

(1) センター情報紙「講座・イベント情報」の発行 

年６回発行し、区役所、学校、生涯学習関連施設等へ配布する他、ホ

ームページで公開する。 
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生涯学習に関

する案内情報

の整備・提供 

（前頁続き） 

(2) 生涯学習情報誌「まなびの森」の発行（千葉市教育委員会と共同発行） 

市民の学習活動を支援するため、また、生涯学習に関する施策や具体

的な事業について周知を図るため、生涯学習情報誌を年３回、（７月・  

１１月・３月）発行する。区役所、公民館、生涯学習関連施設等で配布

する他、ホームページで公開する。 

夏休み前に発行する７月号は、市内小・中・特別支援学校の全児童・

生徒及び教員に配布し、学校外での学習活動への参加を促す。 

(3) 企画展示 

ちば生涯学習ボランティアセンター登録者の活動を市民にＰＲするた

め、生涯学習広場付近の展示ケースで、活動紹介パネルや、ボランティ

ア活動の作品等を展示する。 

生涯学習関連

図書資料の収

集 

１ 専門情報の収集・整備 

生涯学習・社会教育に関する図書、逐次刊行物、行政資料、関係機関・

団体の資料を収集・整理する。図書整備は、適正な蔵書構成の実現を図る

ため、図書整備方針に基づき実施する。 

２ 調査・資料室の運営 

生涯学習相談員が、調査・資料室のレファレンス業務に対応する。生涯

学習関連資料は学習相談の資料としても活用する。 

専門情報の活用については、禁貸出資料を除き貸出しを実施する。財団

職員の他、市役所職員、高等教育機関、施設ボランティアを貸出対象者と

する。 

３ 蔵書管理システムの運用・管理 

収集した図書等の書誌情報は、蔵書管理システムに登録し、適正に管理

するとともに、ホームページから検索できるようにする。 

生涯学習相談 

１ 生涯学習相談員による相談の実施 

(1) 生涯学習相談 

面談や電話、ファックス、メールで、相談者の学習活動を行う中での

問題や悩みを聞き、専門の生涯学習相談員が学習情報の提供等によりそ

の解決へ向けた助言をする。 

(2) ボランティアコーディネート 

ちば生涯学習ボランティアセンター利用者の学習活動を支援するた

め、また、登録ボランティアの学習成果の発表の場を提供するため、専

門の生涯学習相談員が情報提供・助言等により利用者と登録者の調整を

行う。 

(3) 生涯学習出前相談 

生涯学習相談事業のＰＲのため、区役所、きぼーる、ハーモニープラ

ザ等で、生涯学習相談を実施する。 

２ 生涯学習相談員の養成 

様々な相談に適切に対応するため、相談員の情報交換、意見交換を行う

定例会を実施し、情報の共有を図る。 

また、生涯学習に関する専門的な知識や技能を習得するため、外部機関

の専門研修を活用し、相談員の資質向上を図る。 
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(イ)生涯学習に関する講座、講演会等の開催 

千葉市の持つ魅力を市民に伝えるため、「ちばカレッジ（千葉市の歴史や文化、

地域の特性等を踏まえた学習）」のほか、地域学（ちば学）の推進に取り組み、

「千葉市らしさ」のある学習機会を提供する。 

市民一人ひとりの生涯学習活動への支援及び学習ニーズに応えられるよう、

多様なプログラムを展開するとともに、より主体性の高い学習に繋がっていく

よう講座・講演会等を開催する。 

事 業 名 称 内      容（講座等） 予定回数 

ちばカレッジ 

「ちば」に関わる事象を対象に講座を実施する。 

１ ちば散歩 

２ ちばの社会科見学 

 

１０ 

１０ 

地域学（ちば

学）推進事業 

ちばの歴史、文化、産業などについて気軽に学ぶことができるよ

う学習機会の充実を図る。 

１ ちば縄文フェスタ連携事業【新規】 

（1）ちば縄文フェスタ開会基調講演会 

（2）遺跡発表会 

（3）関連事業アトリウム展示 

（4）古代の生活にふれる体験教室 

２ 市民向け歴史講座 

３ 大人のための社会科見学 

４ 子ども向け地域学講座（千葉市ものしり検定） 

５ 市民向け地域学講座（ちばカレッジＯＢ会） 

６ 埋蔵文化財に関する展示 

７ 加曽利貝塚博物館考古学講座【新規】 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

３ 

１ 

３ 

２ 

２ 

１０ 

現代的 

課題学習 

多様化する社会の動向や市民ニーズを踏まえて、年度ごとに学習

プログラム化する講座と、５年間継続して実施するキャリア教育の

支援、家庭教育の充実に関する支援、青少年の健全育成の支援など、

現代社会が持つ課題に対応した講座を実施する。 

１ 多様化する社会の動向や市民ニーズを踏まえて取り組むテー

マ（超高齢社会への対応【拡充】、社会・経済、いのちの学習、

健康、防災教育、科学） 

２ キャリア教育の支援（キャリアプランニング講座、子どもの

ハローワーク講座） 

３ 家庭教育の充実に関する支援（家庭教育講座、わらべうたと

絵本の会、親子であそぼう、孫育ち講座、子ども読書講座、子

育て講演会） 

４ 青少年の健全育成の支援（子どもチャレンジ教室、青少年の

日フェスタ、子ども読書まつり） 

 

 

 

 

２６ 

 

 

２ 

 

４３ 

 

 

１５ 
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(ウ)指導者養成事業 

生涯学習の推進には「人づくり」（人材養成）が重要であるという認識に立ち、

コミュニケーション力、コーディネート力のある人材の育成を図る。多様な市

民公益活動に対応した研修を行うとともに、他の事業や情報提供・学習相談と

も連携を図ることで、次の活動や実践につながるような支援、研修等を行う。 

 

事 業 名 称 内      容（講座等） 予定回数 

指導者の養成 

地域の生涯学習活動を支援するため、市民、生涯学習施設職員等

を対象に指導者養成講座を開催する。 

１ 生涯学習指導者研修 

(1) 基礎研修 

(2) 実践研修 

(3) 学校・地域支援者研修 

２ 生涯学習関係職員研修（公民館職員研修） 

３ 生涯学習コーディネーターの養成 

４ スタッフ研修 

５ 施設ボランティア担当者研修 

 

 

 

２ 

３ 

５ 

５ 

１ 

随時 

１ 

学習ボランテ

ィア活動の支

援 

当センターをはじめ、市内生涯学習関連施設で活動するボランテ

ィアの養成等を行うとともに、施設ボランティア（まなびサポータ

ー）の活動を支援する。 

１ 施設ボランティア（まなびサポーター）養成 

(1) 施設ボランティアの養成基礎研修 

(2) 施設ボランティアフォローアップ研修 

(3) まなびサポーター連絡会 

２ 学習ボランティア活動支援 

(1) まなびサポーター（デジカメ分野）による「デジカメ相談会」 

(2) まなびサポーター（パソコン分野）による「パソコン相談

コーナー」 

(3) まなびサポーター（映像記録分野）による「ビデオ撮影・編

集相談会」【新規】 

(4) まなびサポーター（講座支援分野）による市民向け講座 

(5) まなびサポーター（映像記録分野）の活動 

(6) まなびサポーター（上映会分野）の活動 

 

 

 

 

５ 

８ 

１ 

 

２４ 

６０ 

 

１２ 

 

４ 

随時 

８１ 

ちば生涯学

習ボランテ

ィアセンタ

ーの運営 

１ 生涯学習ボランティアの登録受付・登録者名簿の作成・配布 

２ 登録ボランティアが編集する「情報紙」発行の支援 

３ ちば生涯学習ボランティアセンター登録者説明会 

４ ちば生涯学習ボランティアセンター登録者研修 

５ ちば生涯学習ボランティアセンターの普及・利用促進 

 

 

１ 

２ 
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キャリア研修

生等の受入れ 

教職員の社会体験派遣研修、大学生の社会教育実習、インターン

シップ及び中学生の職場体験学習の場を提供する。 

１ 社会体験派遣研修（教職員） 

２ 社会教育実習（大学生） 

３ インターンシップ（大学生、高校生） 

４ 職場体験学習（中学生） 

 

 

随時 

随時 

随時 

随時 

 

(エ)生涯学習に関する調査及び研究 

市民ニーズや時代の要請に対応した生涯学習活動を推進するため、市民を対

象とした生涯学習意識調査や現代的課題等についての調査研究を実施する。な

お、調査研究結果については、市民へより適切な生涯学習支援を行うために活

用する。 

 

事 業 名 称 内       容（講座等） 

年間事業報告

書の作成 

生涯学習センターの講座等の前年度実績などを掲載した年間事業報告書を

作成し、関係機関へ配布する。ホームページに公開し、市民へ情報公開する。 

生涯学習に関

する調査研究 

市民ニーズや時代の要請に対応した学習活動を推進するための調査研究を

行い、市民の生涯学習活動に関する実態等を把握し、報告書を関係機関へ配布

する。調査研究結果については、ホームページに公開して市民に情報を提供す

るとともに、次年度の学習プログラムの改善や生涯学習センター事業に役立て

る。 

 

(オ)メディア学習事業 

市民ニーズの高いパソコン学習講座、視聴覚ライブラリーの管理・運営、映

画会の開催等の視聴覚事業、マルチメディア体験ブースの運営等を行うととも

に、情報社会に対応するために、メディアリテラシーに関する講座や情報端末

機器の操作等に関する講座を実施する。 

 

事 業 名 称 内      容（講座等） 予定回数 

パソコン講座 

市民の学習ニーズに対応して、講座の難易度を初級・中級・上級

の習熟度別クラスに分けて実施する。 

１ 初級パソコン講座 

(1) 入門・初心者向け講座（公民館出前パソコン講座等） 

(2) 子ども向け講座【拡充】 

(3) 未就学児・小学生と保護者のための講座 

 

 

 

１９８ 

５ 

１ 
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パソコン講座 

（前頁続き） 

２ 中級パソコン講座 

(1) デジタルカメラの講座 

(2) ワード講座 

(3) エクセル講座 

(4) パワーポイント講座 

(5) 画像の編集活用講座 

３ 上級パソコン講座 

(1) ホームページ作成講座 

(2) エクセル講座（応用編） 

(3) ワード講座（応用編） 

(4) パワーポイント講座（応用編） 

４ デジタルビデオ編集講座 

５ 市民自主企画パソコン講座(公募) 

６ 施設ボランティアによる講座 

 

１０ 

１６ 

１６ 

６ 

１０ 

 

１５ 

６ 

９ 

３ 

６ 

４０ 

１１６ 

視聴覚事業 

１６ミリフィルム、ビデオ等学習教材を収集・貸出するとともに、

操作講習会を実施する。また、所有する名画の上映会を当センター

及び出前方式で実施する。 

１ 視聴覚ライブラリーの運営（１６ミリフィルム・ビデオソフ

ト等の教材・機材を学校や公民館等へ貸出し） 

２ 視聴覚ライブラリーの収集・管理（１６ミリフィルム・ビデ

オソフト等の教材・機材の計画的な収集及び管理） 

３ １６ミリ映写機操作講習会 

４ 視聴覚ライブラリー等を活用した学習事業の企画・実施 

(1) 木曜名画座 

(2) 月曜クラシック上映会 

(3) 親子アニメ上映会 

(4) 夏休み子ども上映会 

(5) 夜間上映会 

(6) 地域交流幼児向け上映会 

(7) 出前上映会 

 

 

 

通年 

 

通年 

 

１ 

 

２４ 

２４ 

２４ 

２ 

２ 

６ 

５ 

マルチメディ

ア体験ブース

の運営 

子どもから高齢者までの誰もが、マルチメディアを体験できる場

を提供する。 

１ ＰＣブースの提供 

インターネットの閲覧 

２ ＡＶブースの提供 

ＶＨＳソフト、ＤＶＤソフトの視聴 

 

 

通年 

 

通年 

メディアリテ

ラシーに関す

る学習 

インターネットや携帯電話等の情報ツールを安全・安心に利用す

るための講座を実施する。 

１ 情報ツールの適切な利用方法に関する講座 

 

 

２ 

情報端末機器

の操作等に関

する講座 

携帯電話等の情報端末機器の機能や操作方法を身につける講座

を実施する。 

１ 情報端末機器の操作講習 

 

 

３ 

生涯学習関連

施設メディア

学習支援事業 

メディア学習機会の提供を広域的に支援・推進するため、パソコ

ン講座を市内全公民館で実施する。 

１ 公民館出前パソコン講座 

 

 

随時 
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(カ)生涯学習活動の支援に関する事業 

市民の自主企画講座の実施等、市民の自主的な活動を支援するとともに、市

民の更なる学習の向上を図るため、学習成果の発表の場を提供する。 

 

事 業 名 称 内      容（講座等） 予定回数 

市民の学習活

動への支援 

市民が自主的・主体的に学ぶための支援を行う。また、講座運

営のノウハウなどの個別相談にも対応する。 

１ 市民の自主的学習活動に対する指導・助言・援助 

  市民自主企画講座（公募） 

 

 

３６ 

 

学習成果の発

表の機会の確

保 

市民の活発な学習活動を自己完結させることなく、更なる学習

の発展を図るとともに、多くの市民への生涯学習の啓発を図るた

め、学習成果の発表の場を提供する。 

１ まなびフェスタの企画・実施（１２月５日、６日） 

２ 学習成果の発表の機会の提供 

（高等学校演劇発表会、舞台照明講座） 

３ 鑑賞機会の提供【拡充】 

（やすらぎのアトリウムコンサート、けやきコンサート） 

 

 

 

２ 

 

１８ 

 

９ 

 

イ  施設管理業務 

(ア)開館日・開館時間 

次の休館日を除く通年開館とし、開館時間は午前９時～午後９時とする。 

ただし、予約時に開館前及び閉館以降に使用する希望があれば、適宜対応す

る。 

・毎月第４月曜日（祝日法の休日にあたるときは、その翌日） 

・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

(イ)施設貸出業務 

生涯学習センター各施設及び附属設備の利用受付・貸出しを行う。 

物品の販売その他の営利を目的として利用する場合の貸出しは収益事業とす

る。【別掲】 

また、施設の入場・退場に関する手続きを適正に行うとともに、附属設備の

使用者に対し、利用方法の説明、指導等のサポートを行う。 

㋐ 利用カードによる施設予約受付業務 

ａ 利用カードにより、施設予約やマルチメディア体験ブース利用時の申請の簡略化を図る。 

ｂ 施設予約システムにより、パソコンや携帯電話で予約状況が確認でき、仮予約すること

ができる。 

㋑ 減免基準及び減免額 

ａ 障害者又は障害者団体が使用する場合は、利用料金の５０％相当額を減額する。 

ｂ 施設の利用促進を図るため、以下の場合には利用料金の３０％相当額を減額する。 

（ａ）ホール利用者が利用当日前１か月以内に練習のみに使用する場合 
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（ｂ）以下の施設を直前（当日～６日前）に申し込み使用する場合 

・研修室１/２/３ ・大研修室 ・食文化研修室  ・工芸研修室  ・和室 

・特別会議室   ・小会議室 ・パソコン学習室 ・音楽スタジオ ・ＡＶ調整室 

 

ｃ 施設の利用促進を特に図るため、スタジオ、メディアエッグについて、直前（当日～６

日前）に申し込み使用する場合、利用料金を下記のとおりとする。 

時間区分 

施設名 

9:00～ 

12:00 

12:30～ 

15:00 

15:30～ 

18:00 

18:30～ 

21:00 

9:00～ 

21：00 

スタジオ 770 円 710 円 710 円 710 円 2,800 円 

メディアエッグ 770 円 710 円 710 円 710 円 2,800 円 

 

(ウ)駐車場使用料の徴収・納入業務 

駐車場の使用者から、使用料を徴収し、千葉市教育委員会の指定する金融機

関に翌営業日に納入する。 

(エ)生涯学習センターホームページの運営 

㋐ ホームページを月２回程度更新し、施設内容や講座･学習情報等広報活動を行う。 

㋑ ツイッターにより講座イベント情報を発信する。 

(オ)その他業務 

㋐ 施設利用者の利便性及び安全性に十分配慮した接客等を行う。 

㋑ 施設利用促進のため、ホームページの運営をはじめとして施設案内パンフレット、情報紙

等による広報活動を、積極的かつ効果的に行う。 

㋒ 各種問い合わせや見学者への対応など、施設利用者の円滑な活動のための必要な支援を行

う。 

㋓ 新たに従事するスタッフに対しては窓口応対研修を、その他全スタッフを対象とした研修

を随時実施する。 

㋔ その他、急病や災害時には、市や医療機関、関係機関と協力し、的確に対応する。 

 

ウ 維持管理業務 

建築物施設保守管理業務、建築設備保守管理業務、清掃業務、警備業務、植

栽維持管理業務、敷地内施設維持管理業務、環境衛生管理業務及び備品等保守

管理業務を行う。 

 

エ 利用者懇談会 

地域の方々や利用者、学識経験者との率直な意見交換の場として、「千葉市生

涯学習センター利用者懇談会」を開催して、施設に対する意見やニーズの把握

に努める。 

 



- 10 - 

 

② 自主事業 

市民の生涯学習活動を支援するため、指定管理受託事業のほか自主事業として

市の生涯学習推進に関する基本方針に沿った講座・イベントの企画、誘致事業等

を行う。また、各種関係機関や市民、大学等、地域の人材とネットワークを最大

限活用した事業を実施する。 

 

ア 市民の学習ニーズに合わせた講座等の実施 

(ア)市民ニーズに合わせた講座の開催【拡充】 

市民ニーズの高い講座を実施することにより、市民の学習意欲を喚起すると

ともに、生涯学習センターの利用促進を図る講座を民間事業者等と協力(事業の

誘致)して実施する。 

 

事 業 名 称 市民ニーズに合わせた講座の開催 

対 象 市民 

時 期 講座による 

回数・時間 講座による（８講座） 

定 員 講座による 

内 容 

民間事業者、ＮＰＯ法人等との連携による、専門性・特色を活かした市民講座 

（千葉市シルバー人材センター、東京ガス㈱、中央・稲毛公園緑地事務所、轟そ

ばの会、ＮＰＯ法人ハグミィ、千葉伝統郷土料理研究会、㈱オランダ家） 

 

(イ)専門性、特色を活かした市内大学等との公開講座【拡充】 

高等教育機関の専門性、特色を活かした市内大学等の公開講座を開催し、市

内の生涯学習活動を促進するための学習機会を提供する。 

 

事 業 名 称 専門性、特色を活かした市内大学等の公開講座 

対 象 市民 

時 期 講座による 

回数・時間 講座による（４講座） 

定 員 講座による 

内 容 市内大学等との連携講座 （千葉大学、淑徳大学、立正大学、東京情報大学） 
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(ウ)「生涯学習アカデミーちば」の開講【拡充】 

市民の多様化する学習ニーズに対応するため、地元の大学等の高等教育機関、

ＮＰＯ法人及び民間企業等と連携して、多様な学びの場を提供し、地域社会づ

くりに貢献する。 

事 業 名 称 生涯学習アカデミーちば 第１期 後期講座  第２期 前期講座 

対 象 市民（市内在勤者を含む） 

時 期 ４月～３月（８月を除く） 

回数・時間 １．５時間×２０回  特別講演会（１２月）×１回 

定 員 各６５人 

内 容 

前期は、教養講座として芸術・歴史・経済・文化・教育等の一般的な課題を学習

する基礎講座を実施する。後期は、民間企業・ＮＰＯ法人等と連携した実用性の

高い応用講座とする。各講座の他に、著名人による講演会や調理実習、体験教室

等を優先受講できる。 

 

(エ)埋蔵文化財に関する講座 

市内の遺跡（埋蔵文化財）についての周知を図り、郷土の歴史等についての

興味・関心を持たせるための学習機会を提供する。 

 

事 業 名 称 埋蔵文化財に関する講座 

対 象 市民 

時 期 
１「ちば埋文講座」７月～８月 

２「埋蔵文化財ロビー巡回展講座」１１月～１月 

回数・時間 
１ ２時間×３回 

２ ２時間×３回 

定 員 ５０人 

内 容 

１ 千葉市の遺跡についての学習機会を提供し、郷土「ちば」の歴史について理

解を深める。 

２ 市内の遺跡についての周知や保護思想を育むための講座を、埋蔵文化財  

ロビー巡回展に併せて開催する。 

 

(オ)生涯学習関連施設メディア学習支援事業 

メディア学習機会の提供を市内全域で推進するために、パソコン講座を開催

する公民館に対して必要な機材を貸し出す。 

事 業 名 称 パソコン等機器の貸出し 

対 象 全４７公民館 

時 期 ４月～３月 

内 容 

ノートパソコンほか周辺機器 ３セット 

（１セットの内訳） 

ノートパソコン １１台（受講生用１０台＋講師用１台） 

プリンター、プロジェクター、スクリーン 各１台 他 
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イ 生涯学習センターをＰＲするために有効なイベント等の開催 

生涯学習センターが市民の生涯学習拠点となるため、さらに認知度・利用度

を高めることが求められており、当センターに足を運ぶきっかけとなるよう、

各種イベントを実施することで市民が、当センターを認知し、関心を高める機

会を提供する。 

 

(ア)生涯学習センター夏祭りの開催【新規】 

生涯学習センターの認知度向上のために、アトリウム、エントランスホール

でイベントを実施し、生涯学習センターへの集客を図る。 

事 業 名 称 生涯学習センター夏祭り 

対 象 市民 

時 期 ８月２日（日） 

日数・時間 １日間 １０時～１５時 

定 員 自由参加 

内 容 
ペーパークラフト、映像等を利用した「あそび」の体験教室、子どもと大人の「対

話」の広場 等 

 

(イ)朝市ｉｎ生涯学習センターの開催【新規】 

千葉市園芸協会と連携し、定期的に野菜市を開催することにより千産千消を

促進し、生涯学習センターへの集客を図る。 

事 業 名 称 朝市ｉｎ生涯学習センター 

対 象 市民 

時 期 ４月～３月 

回数・時間 

第３水曜日、第４土曜日の月２回（その他イベント等に合わせ開催の予定） 

計２４回程度 

各日とも１０時～１３時（予定） 

定 員 － 

内 容 千葉市園芸協会による新鮮野菜市の開催 

 

(ウ)ボランティアフェア 

事 業 名 称 ボランティアフェア２０１５ 

対 象 ちば生涯学習ボランティアセンター登録者及び関係機関 

時 期 １１月～１２月 

日数・時間 ７日間（予定） 

定 員 ― 

内 容 

ちば生涯学習ボランティアセンター登録者や市内のボランティアに関わる機関等

の活動を、アトリウムガーデンにおいてパネル展示を中心に紹介するとともに、参

加ボランティアの活動内容の紹介（プレゼン）・体験できるコーナー等を設置する。 
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(エ)ニューフィルハーモーニーオーケストラ千葉による演奏会 

事 業 名 称 ニューフィルハーモーニーオーケストラ千葉による演奏会 

対 象 市民 

時 期 ８月 

回数・時間 ７５分×１回 

定 員 ２５０人 

内 容 室内楽コンサートを、千葉県環境生活部県民交流文化課と共催で開催する。 

 

(オ)音楽コンクール等の誘致 

事 業 名 称 第２４回「ちば音楽コンクール」の実施 

対 象 市民 

時 期 ７月～８月 

日数・時間 ５日間 １０時～１８時  

定 員 ２５０人 

内 容 
県内在住・在学者等が参加する音楽コンクール等の事業を誘致し、生涯学習

センターの利用促進を図る。連携・協力：千葉日報社 

 

(カ)著名人等による講演会・イベント等の開催 

事 業 名 称 コンサートの開催 

対 象 市民 

時 期 １１月１４日（土） 

回数・時間 １．５時間×１回 

定 員 ２５０人 

内 容 「大澤一彰テノールコンサート」を実施する。 

 

(キ)映画祭の開催【新規】 

事 業 名 称 第８回ちば映画祭 

対 象 市民 

時 期 ３月 

日数・時間 ３～４日間 

定 員 各２５０人 

内 容 
千葉市で観る機会の無い若手監督の映画上映やトークイベントを実施することで、

市民との交流の場を提供し、映像文化に寄与する。同時にパネル展を実施する。 
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ウ 千葉市の生涯学習の発信拠点としての展示等の開催 

公的施設、高等教育機関及びＮＰＯ法人等の市民団体ごとに提供されていた

「ちば」に関する情報を集約し、市民に提供することで、生涯学習の中核的施

設としての役割を果たす。 

 

(ア)地域学（ちば学）展示 

事 業 名 称 「ちば」が学べる施設の紹介展示 

対 象 市民 

時 期 ４月２５日（土）～５月１４日（木） 

日数・時間 １９日間 ９時～２１時 

内 容 

千葉県立博物館、千葉市立加曽利貝塚博物館、千葉市立郷土博物館、千葉市埋蔵文

化財調査センター及び（公社）千葉市観光協会などと連携して、事業案内、施設案

内を行い、「ちば」に関する情報を市民に提供する。 

 

(イ)遺跡学展示 

事 業 名 称 遺跡学展示 

対 象 市民 

時 期 
①１月 ６日（水）～１月２４日（日） 

②１月２９日（金）～２月２８日（日） 

日数・時間 ①１９日間 ②３０日間  ①②ともに９時～２１時 

内 容 

市内の遺跡等から発掘された埋蔵文化財や、発掘資料等を展示し、市民への周知を

行う。 

①写真で見る千葉市の遺跡展 

②埋蔵文化財ロビー巡回展 
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２ 美術の振興に関する事業（公益目的事業２） 

 

(１)千葉市美術館管理運営事業 

展示事業として「ドラッカーコレクション 珠玉の水墨画」展など各種企画展を６回、開館２

０周年を記念した「歴代館長が選ぶ 千葉市美術館所蔵名品展」など各種所蔵作品展を５回開催

する。教育普及事業では、企画展に関連した講演会や、学芸員•ボランティアによるギャラリー•

トーク、ワークショップを企画•実施する。 

また、学校との連携として、小・中学生を対象として行っている鑑賞教育等を行うとともに、

２３年度より実施している高校生の入場料無料化を活用して、千葉県内高等学校との連携による

教育普及事業に努める。 

 

① 指定管理受託事業 

ア 展示事業 

「ドラッカーコレクション 珠玉の水墨画」展をはじめとする企画展及び市民

展（第４７回千葉市民美術展覧会）合わせて６回と、美術館所蔵作品展５回の

合計１１回の展覧会を実施する。 

(ア)［企画展 1］ 

企画展名 
開館２０周年記念 ドラッカー・コレクション 珠玉の水墨画 ―「マネジメント

の父」が愛した日本の美― 

期  間 平成２７年５月１９日（火）〜６月２８日（日） ４０日間 

主  催 千葉市美術館／日本経済新聞社 

巡 回 先 長野県信濃美術館、山口県立美術館 

内  容 

世界の企業人に多大な影響を与え、「マネジメントの父」と言われる経営学者のピ

ーター・Ｆ・ドラッカー（1909〜2005）は、実は日本絵画の個性的な収集家であっ

た。30年以上かけて形成され、室町時代の水墨画を中心とするこの稀有な個人コレ

クションのなかから約 110 点の作品と、本人ゆかりの品や資料をあわせて展示。今

なぜまたドラッカーなのか、深い洞察と先見性にすぐれたドラッカーがみた日本

を、美術コレクションを通じて探る。没後 10 年記念。 

 

(イ)［企画展 2］ 

企画展名 開館２０周年記念 没後２０年記念 ルーシー・リー展 

期  間 平成２７年７月７日（火）〜８月３０日（日） ５４日間 

主  催 千葉市美術館／日本経済新聞社 

巡 回 先 茨城県陶芸美術館、姫路市立美術館、郡山市立美術館、静岡市美術館 

内  容 

イギリスのスタジオ・ポタリーを代表する陶芸家で、近年日本でも非常に人気が高

まっており、国内にも多くのコレクターや愛好家が存在しているルーシー・リー

（1902-1995）の回顧展。文化が成熟した時期のウィーンに生まれ、近代陶芸の興

隆期にイギリスへ渡ったルーシー・リーの作品は、モダンデザインの思潮を色濃く

反映したフォルムで、きわめてシンプルかつ清潔であり、素材と技法に結びついた

動感が魅力的とされる。作家の生きた時代背景、バックボーンを掘り下げながら、

日本人から見たルーシー・リーを一つの視点として定め、来館者が陶芸に親しむ機

会としたい。 
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(ウ)［企画展 3］ 

企画展名 開館２０周年記念 唐画
からえ

もん―武
ぶ

禅
ぜん

に閬
ろう

苑
えん

、若 冲
じゃくちゅう

も 

期  間 
平成２７年９月８日（火）〜１０月１８日（日） ３９日間 

展示替え休館日 ９月２８日（月） 

主  催 千葉市美術館／産経新聞社 

巡 回 先 大阪歴史博物館 

内  容 

江戸時代中期の大坂で活動した個性的な絵師、墨江
すみのえ

武禅
ぶ ぜ ん

（1734～1807）と林
はやし

閬苑
ろうえん

（1770～80 ごろ活動）を、同時代の大坂や京都で活躍した伊藤若 冲
じゃくちゅう

、曾我蕭白
しょうはく

ら

個性派の絵師たちと合わせて紹介する。 

 

(エ)［企画展 4］ 

企画展名 開館２０周年記念 杉本博司展 

期  間 平成２７年１０月２７日（火）〜１２月２３日（水•祝） ５６日間 

主  催 千葉市美術館／読売新聞社／美術館連絡協議会 

巡 回 先 なし（新作インスタレーションの一部を細見美術館で展示予定） 

内  容 

当館の開館記念展「Tranquility−静謐」の招待作家だった杉本博司は、この２０年

で世界を代表する写真家へと飛躍しました。開館２０周年を記念として開かれる本

展では、「静謐展」のとき展示された「海景」のシリーズと、自ら収集した古美術

作品を中心とした新作インスタレーションを中心に展示を構成する予定です。 

 

(オ)［企画展 5］ 

企画展名 開館２０周年記念 初期浮世絵展―筆の力•版の力― 

期  間 平成２８年１月９日（土）〜２月２８日（日） ５０日間 

主  催 千葉市美術館 

巡 回 先 なし 

内  容 

浮世絵は、なぜ、どのように生まれ、長く愛されたのか。浮世絵の発生から展開ま

で、大英博物館、シカゴ美術館、ホノルル美術館からの里帰り品を含め、初期浮世

絵の名品 150 点余りを通して明らかにする。日本で初めての初期浮世絵の総合的な

展覧会。 

 

（カ）［企画展 6］(市民展) 

企画展名 第４７回千葉市民美術展覧会 

期  間 平成２８年３月５日（土）～３月２５日(金) ２０日間 

主  催 千葉市美術館／千葉市美術協会／千葉市文化連盟 

内  容 
市民から公募した作品及び千葉市美術協会会員の作品約1,000点を７部門に分けて

展示する。 
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(キ)所蔵作品展Ⅰ・Ⅱ 

所蔵作品展名 開館２０周年記念 歴代館長が選ぶ 千葉市美術館所蔵名品展 

期  間 

Ⅰ 平成２７年４月１０日（金）〜５月１０日（日） ３０日間 

展示替え休館日 ４月２７日（月） ※５月７日（木）は開館 

Ⅱ 平成２７年５月１９日（火）〜６月２８日（日） ４０日間 

内  容 千葉市美術館の所蔵作品から、歴代館長が選んだ優品を中心に紹介。 

 

(ク)所蔵作品展Ⅲ 

所蔵作品展名 辰野登恵子の生きた時代 

期  間 平成２７年７月７日（火）〜８月３０日（日） ５４日間 

内  容 
「ルーシー・リー」展にちなみ、女性作家を取り上げる。昨年急逝した辰野登恵

子の作品を中心に紹介。 

 

(ケ)所蔵作品展Ⅳ 

所蔵作品展名 田中一村と東山魁夷〜千葉ゆかりの画家たち、それぞれの道〜 

期  間 平成２７年９月８日（火）〜１０月１８日（日） ３９日間 

内  容 千葉ゆかりの所蔵品の中から、代表的な作品を展示する。 

 

(コ)所蔵作品展Ⅴ 

所蔵作品展名 新収蔵作品展 

期  間 平成２８年１月９日（土）〜２月２８日（日） ５０日間 

内  容 平成２６年度に収集した新収蔵作品を中心に展示する。 

＊ 上記の展覧会名は変更する場合があります。 

 

イ 教育普及事業 

(ア)展覧会関連の各種講座やギャラリー•トークなど 

講座等種別 内容 回数 

企画展関連の講演会 展覧会の内容に関わる専門の知識を持つ講師を依

頼し、講演会を開催。 

企画展会期中 

1～2回 

市民美術講座 スライドを用いながら千葉市美術館のコレクショ

ンや展示の内容を分かり易く解説し、所蔵作品展及

び展覧会への理解を深める講座。 

年間 10 回 

ツールの制作【新規】 展示内容の理解を助けるためのツール（ワークシ

ートやセルフガイド）を制作する。主に若年層や美

術の知識があまり無い来館者が対象。 

展覧会ごとに

（年間 5〜6 回

程度） 

教育プログラム【新規】 美術館活動への興味と関心を深めるためのプログ

ラム。専門家やアーティストを招いて、トークイベ

ントやワークショップなどの形式で行う。 

年間 2〜3 回程

度 

ワークショップ 

(学芸員中心) 

教育普及担当の学芸員が中心となって、企画実施

するワークショップ。 

年間 2～3回 
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ワークショップ 

(ボランティア中心) 

多色摺木版画のワークショップが好評。ボランテ

ィアの自主的な活動を尊重しながら実施する。 

年間 2〜3回 

ギャラリー・クルーズ 夏休みにふさわしい鑑賞プログラムを組み、子ど

もたちだけの来館を鑑賞リーダー(ボランティア)が

サポートする。 

夏休みの 2日 

程度 

ギャラリー・トーク 学芸員又はボランティアが展覧会の見所を分かり

易く解説しながら、来館者と共に展示室で作品を巡

る。 

年間 70 回程度 

講師の派遣による講座 生涯学習センター、公民館など公的施設からの美

術講座の依頼に対応し館長、学芸員を派遣、美術の

普及に努める。 

年間 5回程度 

 

(イ)美術館ボランティアとの協働 

美術館ボランティア 36 人（平成 27 年 1 月現在）により、ギャラリー・トー

クを実施する。引き続き、小・中・特別支援学校鑑賞教育と学校団体鑑賞プロ

グラムにおける鑑賞リーダーや、各種ワークショップへの協力を依頼するほか、

所蔵作品や展示作品を理解するための自主的なワークショップも行う。また、

勉強会や他館のボランティアとの交流等を通して美術館ボランティア全体のス

キルアップに努める。 

 

（ウ）学校等との連携事業 

種別 内容 

小・中・特別支援学校鑑賞

教育 

 

児童生徒が、美術館の借り上げたバスで来館、学芸員やボランテ

ィアスタッフの鑑賞リーダーとともに６～８人のグループに分か

れて展覧会を鑑賞する事業。年間２０校。（学校の自主的な来館も

同様の対応／年間５校程度を想定）。 

千葉市図工・美術担当教諭

鑑賞一日研修 

千葉市教育研究会造形部会と協力して、授業等での美術館活用を

促し、鑑賞教育への理解を深めるための研修を行う。 

千葉市教育研究会中学校

造形部会美術館活用グル

ープとの連携 

中学校造形部会（美術科の教員）のグループメンバーと連携し、

授業等での美術館活用案を検討し、実施する。 

中学生の職場体験学習 美術館を職場体験の場として希望する中学生に対応。将来の美術

館サポーターを育てる気持ちで、美術館の仕事の一部を体験させ

る。 

高校生美術館体験プログ

ラム 

作品鑑賞を充実させるとともに、美術館とその仕事についての理

解を深める。 

高等学校の利用の促進 

 

高校生の利用を促進するため、千葉県教育研究会高校美術・工芸

部会等を通して教職員への働きかけを行い、授業等での利用を促

す。 
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(エ)地域との連携によるアウトリーチプログラム等 

種別 内容 

千葉アートネットワー

ク・プロジェクト 

（通称 ＷｉＣＡＮ
ウ ィ ー キ ャ ン

） 

市民の芸術文化育成・地域活性化を目的とし、千葉大学や地域

NPO、市内の小・中学校等と連携、市内外の芸術家を招いてアート

イベント等を実施。 

千葉大学との連携 千葉大学の授業の中で美術館を活用してもらい、学生参加の企画

を展示する等の活動を実施。また美術史の授業に学芸員を講師とし

て派遣する。受講者向けに美術館での見学会を予定。 

県内の美術館・博物館との

連携 

千葉市美術館は、千葉県博物館協会、近隣美術館会議などにおい

ても先導的な役割を果たしており、今後も一層県内の美術館、博物

館との連携力を強めて、企画や事業に生かす。 

 

(オ)博物館実習 

大学で博物館学芸員の資格を取得する学生を対象として、博物館実習を実施

する。（年間２グループ延べ２４人まで。各グループ延べ６日。） 

 

(カ)図書室の管理運営 

市民が自ら調査研究することを支援する目的から、美術館図書室にふさわし

い図書を中心に充実させるとともに、利用しやすくするよう努める。 

 

ウ 収集事業 

千葉市と協議・連携し、すぐれた美術品の収集に努め、より充実したコレク

ションの形成を図る。 

 

エ 保存事業 

収集作品の性質・現状を十分考慮し、管理には細心の注意を払い、必要なも

のに修復を施すとともに、保存・保管に万全を期す。 

 

オ 調査研究事業 

調査研究の成果について、研究紀要等をはじめとする出版物等をもって公表

し、市民へ情報サービスとして提供していく。 

 

カ 施設管理業務 

市民ギャラリー・講堂・講座室を団体等へ貸し出し、さや堂ホールにおいて

は、企画展等の関連コンサートなどを開催するほか、貸しホールとしても積極

的に活用を図る。 

また、図書室の市民利用の促進を図り、美術全般への関心を促す。 

なお、市民ギャラリー、講堂、講座室及びさや堂ホールの貸出しは収益事業

とする。【別掲】 
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(ア)開館日 

次の休館日を除く通年開館とする。 

・毎月第１月曜日（祝日法の休日にあたるときは、その翌日。） 

・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

(イ)開館時間 

・展示室     午前１０時～午後６時（金・土曜日は午後８時まで） 

・市民ギャラリー 午前１０時～午後６時（金・土曜日は午後８時まで） 

・さや堂ホール・講座室・講堂  午前１０時～午後９時 

 

キ 維持管理業務 

建築物保守管理業務、遠方監視業務、設備機器管理業務及び備品管理業務等、

「千葉市美術館管理運営の基準」に基づく管理業務を実施する。 

 

ク 美術館ふれあい会議 

美術館の維持管理及び展覧会等の事業に関し、指定管理者と地域住民、利用

者等との意見交換の場として、「美術館ふれあい会議」を開催する。 

 

② 自主事業 

市民芸術文化の拠点としての美術館の設置目的を果たすにあたって、指定管理

受託事業を補完するための自主事業の企画は、きわめて重要であり、美術などの

芸術文化に親しんでもらうため、講座などの多様なイベントを実施する。 

 

ア 友の会運営事業 

市民等の美術に関する知識及び教養の向上を図るとともに、千葉市美術館の

円滑な運営を図り、芸術文化の振興に資するため、「千葉市美術館友の会」を運

営する。 

 

イ イベント・講座 

イベント•講座名 内容 回数 

友の会バスツアー 美術関連の様々なテーマを設定して、バスツアーを企

画実施し、職員と会員や会員同士の交流を深める。 

年 1回 

講師派遣 公的施設や民間団体からの依頼に応じて、展覧会や所

蔵品等に関わる美術講座の講師を派遣する。 

年 2〜3回 

 

ウ 地域連携事業 

美術館の認知度を高めるため、千葉市美術館に近接した商店街や他の施設と

連携して事業を展開する。 

 

エ 開館２０周年記念事業 

千葉市美術館は平成２７年１１月で開館２０周年を迎えることから、記念行

事の開催や広報活動等を行い、美術館の認知を高める。 
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(ア)歴代館長によるシンポジウム「歴代館長よもやま話」 

歴代館長が千葉市美術館のこれまでの歩みや魅力を伝えるとともに、所蔵作

品の特徴を分かりやすく解説するシンポジウムを開催する。 

【日時】 平成２７年４月２５日（土） １４時～ 

【会場】 千葉市民会館 大ホール 

 

(イ)『千葉市美術館所蔵作品 100 選』記念図録の発行 

所蔵作品展「開館２０周年記念 歴代館長が選ぶ 千葉市美術館所蔵名品展」

の開催に合わせ、当館所蔵作品の魅力を紹介する記念図録を作成する。 

 

(ウ)開館２０周年記念式典の開催 

開館２０周年を記念した式典の開催を通して当館の業績を振り返り、市民や

利用者にとっての千葉市美術館への愛着と誇りを深める機会とする。 

 

(エ)千葉駅前大通り(予定)開館２０周年記念バナーの掲出 

駅周辺の街路灯に、開館２０周年記念バナーを掲出し、平成２７年度の一年

間を通して、千葉市街地において開館２０周年が際立つような演出を行う。 
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(２)千葉市民ギャラリー・いなげ管理運営事業 

指定管理受託事業として、展示事業、講習会、展示室・制作室の貸出し及び「旧神谷伝兵衛稲

毛別荘」の公開管理事業を行うとともに、当ギャラリーの認知度を高め、多くの市民の利用促進

を図るため、当ギャラリーの特色を活かした自主事業を実施する。また、当ギャラリーの運営に

あたっては、ボランティアの活用など市民と協働し、更なる施設の活性化を目指す。 

 

① 指定管理受託事業 

ア 展示事業 

展示事業名 花香利治スケッチ展－千葉市の神社仏閣― 

期   間 平成２７年７月７日（火）～７月２０日（月・祝） 

内   容 洋画家花香利治氏が記録として描いた「千葉の神社仏閣」から一部を紹介する。 

 

展示事業名 世界児童画展千葉展 

期   間 平成２７年８月４日（火）～８月９日（日） 

内   容 「世界児童画展」優秀作品と千葉県の入選作品併せて約４００点を展示する。 

 

展示事業名 「創造海岸いなげ展」 

期   間 平成２７年８月１１日（火）～８月１６日（日） 

内   容 
千葉にゆかりのある若手作家の作品を紹介し、若い表現の可能性を稲毛から発

信する。牧田愛、西川昇真、箕輪茉海の３氏を予定 

 

展示事業名 千葉市中学校美術部展 

期   間 平成２７年８月１１日（火）～８月１６日（日） 

内   容 
市内中学校美術部合同展。同時期開催「創造海岸いなげ展」の若手作家とのワ

ークショップを開催。 

 

展示事業名 千葉大学連携事業 白井綾と受講生の写真展 

期   間 平成２７年１２月２３日（水・祝）～平成２８年１月１０日(日) 

内   容 千葉大学普遍教育教養展開科目「展示をつくるＢ」の一環としての展覧会。 

 

展示事業名 ギャラリー・いなげ新春展 

期   間 平成２８年１月５日（火）～１月１７日(日) 

内   容 当館ゆかりの地域の優れた作家による展覧会。 

 

展示事業名 藤澤保子 「漆芸の展開Ⅱ」 

期   間 平成２８年１月５日（火）～１月１７日(日) 

内   容 斬新なデザインと完璧な技法で新しい漆芸の魅力を引き出す藤澤氏の個展。 
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展示事業名 渡邉万莉菜・佐藤央育二人展 

期   間 平成２８年１月２０日（水）～２月７日(日) 

内   容 千葉市芸術文化新人賞２５年度受賞の渡邉氏、２６年度受賞の佐藤氏の二人展。 

 

イ 講習会等 

 

講 習 会 名 春のスケッチ大会（対象：幼児から大人まで２０人）  

期   日 平成２７年４月２５日（土） 

内   容 新緑の陽光に包まれた別荘を思い思いの画材で表現する。（作品はロビー展示） 

 

講 習 会 名 教職員を対象とした画材研修会（対象：市内在勤教職員２０人） 

期   日 平成２７年７月２８日（火） 

内   容 画材会社と連携した、学校現場の指導に役立つ研修会。 

 

講 習 会 名 教職員実技研修会（対象：市内在勤教職員１５人） 

期   日 平成２７年７月２９日（水）、３０日（木） 

内   容 図工美術担当教員の表現力を高め、成果を教職員美術展等で発表する。 

 

講 習 会 名 夏休み 子ども美術講座（対象：小学生２０人） 

期   日 平成２７年８月１日（土）、２日（日） 

内   容 夏休みに自由でのびやかな造形表現を楽しむ。 

 

講 習 会 名 秋休み 子ども美術講座（対象：小学生２０人） 

期   日 平成２７年１０月１０日（土）、１１日（日） 

内   容 稲毛あかり祭「よとぼし」の夜、ギャラリー庭園に展示する灯ろうを作成する。 

 

講 習 会 名 秋のスケッチ大会（対象：幼児から大人まで２０人） 

期   日 平成２７年１１月７日（土） 

内   容 黒松との調和が美しい別荘や庭園を描く。（作品はロビー展示） 

 

ウ 施設管理業務 

制作室・展示室を美術等の芸術・文化活動の拠点及び発表の場として各種団

体等への貸出しを行う。 

(ア)開館時間 

・展示室  午前９時～午後５時１５分 

・制作室  午前９時～午後９時 

(イ)休館日 

・月曜日（祝日法の休日にあたるときは、その翌日。） 

・年末年始（１２月２９日～１月３日） 
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エ 歴史的建造物公開管理事業 

稲毛の歴史・文化の理解や関心を深めるために、国の登録有形文化財で歴史

的建物の「旧神谷伝兵衛稲毛別荘」を広く市民等に公開する。 

 

(ア)公開時間 

午前９時～午後５時１５分 

 

(イ)休館日 

・月曜日（祝日法の休日にあたるときは、その翌日。） 

・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

オ 利用者懇談会 

施設の維持管理及び事業に関し、地域の人々や利用者と意見交換を行う。懇 

談会は地域の学校関係者、地元商店街関係者、地域公民館関係者及び施設利用

代表者等で構成する。 

 

② 自主事業 

 

事 業 名 山口マオ 木版画ワークショップ（対象：大人３０人） 

期  日 平成２７年６月１３日（土） 

内  容 イラストレーターの山口マオ氏を招き、木版画のワークショップを行う。 

 

事 業 名 茶道に親しむ会「親子お茶会」（対象：小学生の親子２０組） 

期  日 平成２７年７月１８日（土） 

内  容 小学生の親子を対象に、日本の伝統文化「茶道」に触れる機会を提供する。 

 

事 業 名 白井綾 写真講座「街を撮る」（対象：高校生～大人２０人） 

期  日 平成２７年９月２６日（土） 

内  容 千葉市出身の写真家白井綾さんの初心者を対象にしたワークショップ。  

 

事 業 名 創造海岸美術講座（対象：大人１５人）【新規】 

期  日 平成２７年１０月１７日（土）、２４日（土）、１１月１４日（土） 

内  容 地域住民のニーズに応じた美術講座。灯ろうづくりなどを行う。 

 

事 業 名 佐藤信太郎 写真講座「夜景を撮る」（対象：大人２０人） 

期  日 平成２７年１１月下旬 

内  容 林忠彦賞受賞の千葉市在住の写真家佐藤信太郎氏と「よとぼし」の夜景を撮る。 
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③ その他 

ア 地域連携 

(ア)稲毛あかり祭「よとぼし」特別夜間公開（１１月下旬） 

地域商店街主催のあかり祭に参加する。当日の２日間夜間公開し、「秋休み子

ども美術講座」及び「創造海岸美術講座」参加者が制作した「灯ろう」を展示

する。 

また、美浜区の小学校と連携し、図工の授業で「灯ろうづくり」を行い、そ

の作品を展示する。この「よとぼし」を入り口に、海の記憶がのこる稲毛の歴

史と文化を紹介し、郷土への愛着につながるように努める。 

 

(イ)稲毛お話し会（７月、１２月） 

稲毛の歴史や文化について、地域の方とともに情報を伝え合い、当ギャラリ

ー発行の「海気通信」で広く市民に向けて発信する。 

 

(ウ)千葉大学との連携 

千葉大学と連携し、「カフェ kaiki」や「白井綾と受講生の写真展」を開催す

る。 

 

(エ)市内小中学校との連携 

「稲毛－海の記憶」を伝えるために小学生向け「いなげ講座」を開催する。 

また、中高生に対しては、企画展の招待作家によるワークショップを通して

美術の楽しさを伝える。 

その他、中学校職場体験の受け入れ、中学校美術部展、世界児童画展、教職

員の展覧会や講座等を通し連携を深めていく。 

 

イ 広報 

(ア)印刷物の発行 

施設及び事業内容周知のために以下の印刷物を来館者はじめ各公共機関、学

校、商店街等に配付する。 

・「千葉市民ギャラリー・いなげ」のパンフレット 

・「旧神谷伝兵衛稲毛別荘」のパンフレット 

・周辺散策マップ（スタンプラリー） 

・「海気通信」（別荘の古建築としての特徴と魅力、稲毛の歴史・文化に  

関する情報を発信） 

・「べっそうのネコから」（小学校３年生向けの学習資料） 

 

(イ)ホームページの充実 

ホームページの内容を充実させ、ブログ、ツィッターでの発信を行い市民の

声を事業改善に反映できるように努める。 
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ウ  ボランティア 

(ア)花壇ボランティア 庭園等の整備 

(イ)芸術ボランティア 企画展、講習会、イベント等での指導・助言及び補助 
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３ 埋蔵文化財の保護及び調査並びに普及啓発に関する事業（公益目的事業３） 

 

(１)埋蔵文化財の発掘調査事業（受託事業） 

埋蔵文化財を記録として保存するため、発掘調査、整理・報告書刊行を行う。 

 

 

番
号 

事 業 名 委 託 者 
遺  跡 

調 査 内 容 
名 称 時 代 

1 

 

国庫補助事業     

市内遺跡再整理事業 千葉市 市内全域  既報告資料の再整理 

2 公共事業 千葉市 
木戸作
き ど さ く

遺跡 
縄文・古墳 

奈良・平安 

平和公園拡張工事に伴う

発掘調査。3,700 ㎡ 

千葉県 
大椎城
おおじじょう

跡 
中世 急傾斜地擁壁工事に伴う

発掘調査。1,250 ㎡ 

3 

 

民間事業     

民間事業者の開発に

伴う発掘調査 

民間事業者 市内全域  突発的な調査依頼に対応 
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(２)文化財普及事業（受託事業） 

埋蔵文化財の調査成果と収蔵資料を有効に活用するために、ロビー巡回展、ミニ企画展及び  

パネル展等を開催するとともに、学校・公民館等への出前授業を行う。また、公共施設や市民団

体の依頼を受けて講座等に職員を派遣する。これらの埋蔵文化財を活用した普及事業を通して、

市民の文化財に関する理解を深め、その保護思想を培うことに努める。 

 

① 埋蔵文化財ロビー巡回展等 

ア 埋蔵文化財ロビー巡回展 

・開催時期  平成２７年１１月～平成２８年２月 

・場  所  千葉市生涯学習センター、千葉市民ギャラリー・いなげ、 

千葉市立郷土博物館、千葉市埋蔵文化財調査センター、千葉市   

中央図書館 

・内  容  遺跡の発掘調査成果（遺物や写真資料など）を通して、市民に 

対する地域史理解の充実を図ることを目的とした展示を行う。

また、展示期間中に講座（３回程度予定）を実施する。 

 

イ ミニ企画展 

・開催時期  平成２７年７月～８月 

・場  所  千葉市生涯学習センター 

・内  容  市内出土の埋蔵文化財の中から有意な遺物等を選定し、紹介・

解説を行う。（千葉大学考古学研究室との連携による展示を予

定） 

また、展示期間中に講座（３回程度予定）を実施する。 

 

ウ パネル展 

・開催時期  平成２７年５月～平成２８年１月（期間中に２回程度予定） 

・場  所  千葉市生涯学習センター、そごう千葉店 

・内  容  市内の主要な遺跡を、１５０枚程度の写真・文字パネルで 

紹介する。 

 

エ 加曽利貝塚整理速報展 

・開催時期  平成２８年３月 

・場  所  千葉市生涯学習センター、千葉市役所、千葉市埋蔵文化財 

調査センター 

・内  容  現在、整理中の加曽利貝塚出土の遺物について、整理の進捗 

状況の速報や加曽利 貝塚博物館に収蔵さ れている優品などの   

紹介をパネルなどとあわせて展示・解説する。 
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オ 生涯学習センター事業「地域学（ちば学）展示」へのパネル展示 

・開催時期  平成２７年４月～５月 

・場  所  千葉市生涯学習センター アトリウムガーデン 

・内  容  千葉市埋蔵文化財調査センターとその事業を市民に周知する 

ため、調査や普及活動の様子を、写真を通して紹介する。（生涯

学習センター事業「地域学（ちば学）展示」との連携事業。） 

 

② 学校・生涯学習関連施設との連携 

ア 出前授業 

小・中学校及び公民館等の生涯学習関連施設等に出向き、「講座」や「勾玉

作り」、「火起こし」、「土器に触れる」、「古代組ひも作り」等の体験学習指導を

行う。夏休み期間中には埋蔵文化財調査センター及び生涯学習センターで「夏

休み古代体験講座」（小・中学生向）を実施する。 

また、生涯学習センター主催のまなびフェスタ 2015 や千葉市教育委員会主

催の千葉市遺跡発表会にあわせて実施される「古代の生活にふれる体験教室｣

の中でも各種体験学習指導を行う。 

 

イ 講師派遣 

公共施設や市民団体などの依頼を受けて、自主講座等に職員を講師として派

遣する。 

 

③ 講座の開催 

テーマに基づき発掘調査の成果及び研究成果を市民に広く公開することを目的

とし、生涯学習センター事業と連携のうえ、自主講座を開催する。 

 

ア 「千葉市遺跡学講座」 

・開催時期 平成２７年９月～１０月・計３回 

・場  所 千葉市生涯学習センター３階大研修室 

・内  容 埋蔵文化財に関わる様々なテーマを、市内出土の埋蔵文化財の 

紹介・解説を通して、考古学の基礎的な考え方などを講義する。 

（生涯学習センター事業「市民向け歴史講座」との連携事業。） 

 

④ その他 

千葉市教育員会が実施する文化財普及事業（各種展示、職場 体験、ちば縄文  

フェスタ及び千葉市遺跡発表会等）の補助業務を行う。 
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４ 生涯学習施設貸与事業（収益事業１） 

(１)千葉市生涯学習センター管理運営事業 

① 指定管理受託事業 

ア 施設貸出業務 

生涯学習センター各施設及び附属設備について、物品の販売その他の営利を

目的として利用する場合に、基本の利用料金に 100 分の 80 を乗じて得た額の割

増料金を徴収する。この割増料金が適用される施設及び附属設備の貸出しに関

する業務は、収益事業とする。 

 

５ 美術館物品販売等事業（収益事業２） 

（１）千葉市美術館管理運営事業 

① 指定管理受託事業 

ア 施設貸出業務 

市民ギャラリー、講堂、講座室、さや堂ホール及び附属設備の貸出しに関す

る業務は、収益事業とする。 

 

イ 特別利用許可業務 

美術館に保管されている美術品等について、熟覧、模写、模造、撮影又は写

真原版の貸出しを行う。 

 

ウ 企画展図録等販売業務 

企画展毎に図録・ポスターを作成、販売することにより展覧会の魅力を高め、

来館者には記念となる商品を提供する。 

 

② 自主事業 

ア 美術館関連商品販売業務 

美術館のオリジナルグッズ等を作成、販売することにより収益の向上を図る

とともに、美術館の魅力を高め、美術の振興に寄与する。 



 

 


